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司
馬
遹
（
二
七
八
~
三
〇
〇
）、
字
は
熙
祖
、
西
晋
恵
帝
の
長
男
で
、
西
晋
二
代
目
の
皇
太
子
で
あ
る
が
、
南
朝
梁
の
昭
明
太
子
蕭
統

と
同
様
、
帝
位
に
就
か
ず
早
世
し
た
。
彼
の
伝
は
唐
の
太
宗
が
御
撰
し
た
『
晋
書
』
に
あ
る
。
だ
が
、
彼
の
生
き
た
西
晋
太
康
・
元
康

時
代
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
、
王
朝
の
創
始
者
で
あ
る
武
帝
と
そ
の
功
臣
た
ち
、
八
王
の
乱
を
起
こ
し
た
賈
后
や

諸
王
、
貴
族
社
会
の
基
礎
を
築
い
た
世
家
大
族
な
ど
で
あ
っ
た
。

司
馬
遹
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
歴
史
学
と
文
学
の
両
視
点
か
ら
研
究
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
学
の
視
点
か
ら
は
主
に
二
種
類
の
研
究

が
あ
る
。
一
つ
は
「
八
王
の
乱
」
に
関
す
る
も
の
だ
が
、
そ
の
多
く
が
研
究
の
一
環
と
し
て
重
要
人
物
で
あ
る
司
馬
遹
を
提
起
す
る
に

す
ぎ
な
い
。
も
う
一
つ
は
西
晋
の
東
宮
の
中
に
お
け
る
師
傅
や
属
官
の
配
置
に
関
す
る
も
の
で
、
安
田
二
郎
・
田
中
一
輝
・
千
田
豊
な

ど
に
よ
る
成
果
が
そ
の
代
表
で
あ
る（

１
）。

文
学
の
視
点
か
ら
は
、
司
馬
遹
が
東
宮
に
集
め
た
文
人
（
張
華
・
陸
機
・
潘
尼
・
張
載
な
ど
）
と
、
彼
ら
の
文
学
創
作
に
つ
い
て
の

研
究
が
あ
り
、
佐
藤
利
行
・
矢
田
博
士
・
俞
士
玲
な
ど
の
論
著
が
あ
る
。
佐
藤
利
行
は
「
愍
懐
太
子
府
集
団
」
と
い
う
概
念
を
提
出
し
、

矢
田
博
士
は
東
宮
に
お
け
る
五
言
詩
創
作
の
盛
行
に
つ
い
て
論
じ
、
俞
士
玲
は
東
宮
に
仕
宦
し
た
文
人
を
統
計
し
た（

２
）。
文
学
の
視
点
に

せ
よ
、
歴
史
学
の
視
点
に
せ
よ
、
司
馬
遹
本
人
を
主
題
と
す
る
研
究
は
ま
だ
少
な
い
。
彼
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
る
の
か
、
い
か
に
そ

の
人
生
を
過
ご
し
た
の
か
、
当
時
の
文
士
と
い
か
な
る
繋
が
り
が
あ
っ
た
の
か
。
本
稿
は
唐
の
太
宗
が
御
撰
し
た
『
晋
書
』
に
基
づ
き
、

先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
司
馬
遹
の
人
物
像
や
そ
の
人
生
を
整
理
し
、
ま
た
、
当
時
代
表
的
な
文
人
陸
機
を
例
と
し
て
、
彼
の
当
時

の
文
人
と
の
繋
が
り
を
考
察
し
た
い
。

王
　

昊

聰
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一
、
幼
少
期
の
司
馬

本
節
で
は
ま
ず
幼
少
期
の
司
馬
遹
を
紹
介
し
た
い
。『
晋
書
』
愍
懐
太
子
伝
の
冒
頭
に
は
次
の
文
が
あ
る
。

愍
懐
太
子
遹
、
字
熙
祖
、
恵
帝
長
子
、
母
曰
謝
才
人
。
幼
而
聡
慧
、
武
帝
愛
之
、
恒
在
左
右
。
嘗
与
諸
皇
子
共
戯
殿
上
、
恵
帝
来

朝
、
執
諸
皇
子
手
、
次
至
太
子
、
帝
曰
、「
是
汝
児
也
。」
恵
帝
乃
止
。

　

 

愍
懐
太
子
遹
、
字
は
熙
祖
、
恵
帝
の
長
子
、
母
は
謝
才
人
と
曰
ふ
。
幼
く
し
て
聡
慧
、
武
帝 

之
を
愛
し
、
恒
に
左
右
に
在
る
。

嘗
て
諸
皇
子
と
共
に
殿
上
に
戯
れ
、
恵
帝
来
た
り
て
朝
し
、
諸
皇
子
の
手
を
執
り
、
次
い
で
太
子
に
至
る
に
、
帝
曰
く
、「
是
れ

汝
の
児
な
り
」
と
。
恵
帝
乃
ち
止
む
。 

（『
晋
書
』
巻
五
十
三
愍
懐
太
子
伝
）

司
馬
遹
は
幼
い
頃
、
父
親
の
司
馬
衷
で
は
な
く
、
祖
父
で
あ
る
武
帝
司
馬
炎
の
側
で
育
て
ら
れ
て
い
た
。
司
馬
衷
は
殿
中
で
諸
王
子

と
戯
れ
る
司
馬
遹
の
手
を
と
ろ
う
と
し
て
、
武
帝
に
「
そ
れ
は
お
前
の
子
だ
」
と
言
わ
れ
る
ま
で
、
そ
う
と
は
気
づ
か
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
か
つ
て
武
帝
の
才
人
で
あ
っ
た
司
馬
遹
の
生
母
謝
玖
の
伝
に
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

恵
帝
在
東
宮
、
将
納
妃
。
武
帝
慮
太
子
尚
幼
、
未
知
帷
房
之
事
、
乃
遣
往
東
宮
侍
寝
、
由
是
得
幸
有
身
。
賈
后
妒
忌
之
、
玖
求
還

西
宮
、
遂
生
愍
懐
太
子
。
年
三
四
歳
、
恵
帝
不
知
也
。

　

 

恵
帝 

東
宮
に
在
り
、
将
に
妃
を
納
め
ん
と
す
。
武
帝 

太
子
の
尚
ほ
幼
く
、
未
だ
帷
房
の
事
を
知
ら
ざ
る
を
慮
り
、
乃
ち
遣
り
て

東
宮
に
往
き
て
侍
寝
せ
し
め
、
是
れ
に
由
り
て
幸
を
得
て
身
有
り
。
賈
后 

之
を
妒
忌
し
、
玖 

西
宮
に
還
ら
ん
こ
と
を
求
め
、
遂

に
愍
懐
太
子
を
生
む
。
年
三
四
歳
に
な
る
も
、
恵
帝
知
ら
ざ
る
な
り
。 

（『
晋
書
』
巻
三
十
一
謝
夫
人
伝
）

謝
玖
は
武
帝
よ
り
、
当
時
太
子
で
あ
っ
た
司
馬
衷
の
東
宮
に
派
遣
さ
れ
、
司
馬
遹
を
身
籠
っ
た
後
に
、
再
び
武
帝
の
西
宮
に
戻
り
、

司
馬
遹
を
出
産
し
た
の
で
あ
る（

３
）。
ま
た
、
同
巻
賈
后
伝
に
も
「
妃
の
性
は
酷
虐
、
嘗
て
手
づ
か
ら
数
人
を
殺
せ
り
。
或
い
は
戟
を
以
て

孕
妾
を
擲
ち
、
子
は
刃
に
随
ひ
て
地
に
墮
す
（
妃
性
酷
虐
、
嘗
手
殺
数
人
。
或
以
戟
擲
孕
妾
、
子
随
刃
墮
地
）」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

長
男
を
皇
太
子
と
す
る
西
晋
の
武
帝
以
来
の
伝
統
も
考
慮
す
れ
ば
、
皇
后
た
る
自
分
よ
り
先
に
他
人
が
皇
子
を
出
産
す
る
こ
と
な
ど
、

賈
妃
に
は
到
底
許
容
で
き
ぬ
こ
と
だ
っ
た
で
あ
ろ
う（

４
）。

司
馬
遹
は
幼
い
頃
よ
り
聡
明
で
、
武
帝
司
馬
炎
の
寵
愛
を
得
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
号
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宮
中
嘗
夜
失
火
、
武
帝
登
楼
望
之
。
太
子
時
年
五
歳
、
牽
帝
裾
入
闇
中
。
帝
問
其
故
、
太
子
曰
、「
暮
夜
倉
卒
、
宜
備
非
常
、
不
宜

令
照
見
人
君
也
。」
由
是
奇
之
。

　

 
宮
中
嘗
て
夜
に
失
火
し
、
武
帝
楼
に
登
り
て
之
を
望
め
り
。
太
子
時
に
年
五
歳
、
帝
の
裾
を
牽
き
闇
中
に
入
れ
り
。
帝 

其
の
故

を
問
ふ
に
、
太
子
曰
く
、「
暮
夜
の
倉
卒
、
宜
し
く
非
常
に
備
ふ
べ
し
、
宜
し
く
人
君
を
照
見
し
む
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。

是
れ
に
由
り
て
之
を
奇
と
す
。

嘗
従
帝
観
豕
牢
、
言
於
帝
曰
、「
豕
甚
肥
、
何
不
殺
以
享
士
、
而
使
久
費
五
穀
。」
帝
嘉
其
意
、
即
使
烹
之
。
因
撫
其
背
、
謂
廷
尉

傅
祗
曰
、「
此
児
当
興
我
家
。」
嘗
対
群
臣
称
太
子
似
宣
帝
。
於
是
令
誉
流
於
天
下
。

　

 

嘗
て
帝
に
従
ひ
て
豕
牢
を
観
る
に
、
帝
に
言
ひ
て
曰
く
、「
豕
甚
だ
肥
へ
た
り
、
何
ぞ
殺
し
て
以
て
士
に
享
せ
ず
、
而
し
て
久
し

く
五
穀
を
費
せ
る
や
」
と
。
帝 

其
の
意
を
嘉
し
、
即
ち
之
を
烹
せ
し
む
。
因
り
て
其
の
背
を
撫
で
、
廷
尉
の
傅
祗
に
謂
ひ
て
曰

く
、「
此
の
児
当
に
我
家
を
興
す
べ
し
」
と
。
嘗
て
群
臣
に
対
し
太
子
の
宣
帝
に
似
る
を
称
す
。
是
に
於
ひ
て
令
誉 

天
下
に
流

る
。 

（『
晋
書
』
巻
五
十
三
愍
懐
太
子
伝
）

司
馬
遹
は
幼
い
頃
す
で
に
皇
帝
と
い
う
地
位
に
対
し
て
あ
る
程
度
の
認
識
を
持
ち
、
さ
ら
に
帝
王
に
対
す
る
「
士
」
の
重
要
性
を
意

識
し
て
い
る
。
こ
の
聡
明
な
皇
子
は
、
飢
饉
の
時
期
に
、
百
姓
が
「
何
ぞ
肉
糜
を
食
わ
ざ
る
や
」
と
い
っ
た
父
親
の
恵
帝
司
馬
衷
（『
晋

書
』
巻
四
恵
帝
紀
を
参
照
）
と
対
照
的
な
存
在
で
あ
る
。
武
帝
は
司
馬
遹
を
将
来
の
継
承
者
に
し
よ
う
と
考
え
た
。『
晋
書
』
の
次
の
記

述
に
よ
っ
て
そ
れ
が
窺
え
る
。

時
望
気
者
言
広
陵
有
天
子
気
、
故
封
為
広
陵
王
。
邑
五
万
戸
。
以
劉
寔
為
師
、
孟
珩
為
友
、
楊
準
、
馮
蓀
為
文
学
。

　

 

時
に
気
を
望
む
者 

広
陵
に
天
子
の
気
有
り
と
言
ひ
、
故
に
封
じ
て
広
陵
王
と
為
る
。
邑
は
五
万
戸
な
り
。
劉
寔
を
以
て
師
と
為

し
、
孟
珩
を
友
と
為
し
、
楊
準
・
馮
蓀
を
文
学
と
為
す
。 

（『
晋
書
』
巻
五
十
三
愍
懐
太
子
伝
）

太
康
十
年
（
二
八
九
）、
晩
年
の
武
帝
は
天
子
の
気
が
あ
る
と
さ
れ
た
広
陵
に
十
三
歳
の
幼
い
皇
孫
を
封
じ
た（

５
）。
こ
の
時
の
司
馬
遹
の

教
育
者
に
つ
い
て
、
師
の
劉
寔
は
前
漢
済
北
王
劉
勃
の
十
一
代
孫
で
、
か
つ
て
司
馬
昭
の
相
国
参
軍
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。『
春
秋
』

の
学
に
通
暁
す
る
老
臣
で
あ
り
、『
晋
書
』
巻
四
十
一
に
伝
が
あ
る
。
文
学
の
楊
準
は
楊
修
の
孫
で
、
武
帝
朝
後
期
に
台
頭
し
、
恵
帝
朝

の
初
頭
に
権
力
を
掌
握
し
た
外
戚
の
「
三
楊
」
兄
弟
と
同
様
、
弘
農
楊
氏
の
家
柄
で
あ
る
。
馮
蓀
は
武
帝
の
寵
臣
馮
紞
の
孫
で
あ
る
。
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い
ず
れ
も
大
族
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

二
、
皇
太
子
に
な
る
司
馬

の
教
育

広
陵
王
に
封
じ
ら
れ
た
翌
年
の
太
熙
元
年
（
二
九
〇
）
四
月
、
武
帝
が
崩
御
し
、
恵
帝
が
即
位
し
た
。
八
月
、
司
馬
遹
は
皇
太
子
に

封
じ
ら
れ
た
。

恵
帝
即
位
、
立
為
皇
太
子
。
盛
選
徳
望
以
為
師
傅
、
以
何
劭
為
太
師
、
王
戎
為
太
傅
、
楊
済
為
太
保
、
裴
楷
為
少
師
、
張
華
為
少

傅
、
和
嶠
為
少
保
。
元
康
元
年
、
出
就
東
宮
。

　

 

恵
帝 

即
位
し
、
立
て
て
皇
太
子
と
為
す
。
盛
ん
に
徳
望
を
選
び
て
以
て
師
傅
と
為
す
。
何
劭
を
以
て
太
師
と
為
し
、
王
戎
を
太

傅
と
為
し
、
楊
済
を
太
保
と
為
し
、
裴
楷
を
少
師
と
為
し
、
張
華
を
少
傅
と
為
し
、
和
嶠
を
少
保
と
為
す
。
元
康
元
年
（
二
九

一
）、
出
で
て
東
宮
に
就
く（

６
）。 

（『
晋
書
』
巻
五
十
三
愍
懐
太
子
伝
）

恵
帝
は
司
馬
遹
を
皇
太
子
に
封
じ
た
後
に
、
そ
の
師
傅
を
選
用
し
た
。
何
劭
・
王
戎
・
楊
済
・
裴
楷
・
張
華
・
和
嶠
は
、
い
ず
れ
も

朝
廷
に
お
い
て
徳
望
高
く
、
か
つ
政
治
に
も
影
響
力
の
あ
る
名
士
で
あ
る
。
前
掲
注
（
１
）
千
田
氏
論
文
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
司
馬
遹
の
師
傅
は
、『
周
礼
』
の
太
子
二
師
・
二
傅
・
二
保
か
ら
な
る
六
傅
と
い
う
制
度
を
模
倣
し
、
後
漢
か
ら
両
晋
時
代
ま
で

の
期
間
で
最
も
充
実
し
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
こ
の
配
置
に
は
武
帝
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
佐
藤
氏
と
千
田
氏
は
共
に
六
人
の
名
士
の
身
分
に
注
目
す
る
が
、

そ
れ
よ
り
重
視
す
べ
き
な
の
は
、
こ
の
六
人
は
ほ
と
ん
ど
恵
帝
と
は
縁
が
な
く
、
む
し
ろ
武
帝
に
信
頼
さ
れ
、
親
近
さ
れ
た
者
と
し
て
、

い
は
ゆ
る
「
先
帝
老
臣
」（『
晋
書
』
巻
三
十
六
張
華
伝
）
で
あ
る
。
何
劭
は
陳
郡
何
氏
の
家
柄
を
持
ち
、
武
帝
の
幼
馴
染
み
で
あ
り
、

か
つ
て
司
馬
衷
の
太
子
中
庶
子
を
務
め
た
。
竹
林
七
賢
の
一
人
で
あ
る
王
戎
は
、
琅
琊
王
氏
の
家
柄
を
持
ち
、
太
康
年
間
に
侍
中
・
光

禄
勲
・
吏
部
尚
書
に
任
ぜ
ら
れ
、
太
康
末
期
に
母
の
逝
世
に
よ
っ
て
官
職
を
辞
し
た
。
楊
済
は
外
戚
の
「
三
楊
」
の
一
人
で
あ
る
。
裴

楷
は
か
つ
て
武
帝
が
天
子
と
な
る
前
に
、
既
に
彼
の
参
軍
を
務
め
て
お
り
、
太
康
年
間
に
侍
中
と
な
っ
た
。
張
華
は
寒
族
で
あ
る
が
、

か
つ
て
呉
討
伐
の
戦
役
に
お
い
て
、
最
も
強
固
な
主
戦
派
と
し
て
、
よ
く
武
帝
の
信
頼
を
得
た
も
の
の
、
太
康
末
期
に
様
々
な
讒
言
を

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
号

20



受
け
て
官
職
を
失
っ
て
い
た
。
ま
た
、
和
嶠
に
至
っ
て
は
か
つ
て
武
帝
の
中
書
令
を
務
め
、
司
馬
衷
を
太
子
か
ら
廃
す
べ
き
だ
と
武
帝

を
諫
め
て
お
り
、
太
康
末
期
に
守
喪
の
理
由
で
官
職
を
辞
し
て
い
た
。
六
人
の
太
子
師
傅
の
ほ
か
に
も
重
臣
の
子
ら
を
太
子
の
賓
に
選

用
し
た
。

又
詔
曰
、「
遹
尚
幼
蒙
、
今
出
東
宮
、
惟
当
頼
師
傅
群
賢
之
訓
。
其
游
処
左
右
、
宜
得
正
人
使
共
周
旋
、
能
相
長
益
者
。」
於
是
使

太
保
衛
瓘
息
庭
・
司
空
泰
息
略
・
太
子
太
傅
楊
済
息
毖
・
太
子
少
師
裴
楷
息
憲
、
太
子
少
傅
張
華
息
禕
・
尚
書
令
華
廙
息
恒
与
太

子
游
処
、
以
相
輔
導
焉
。

　

 

又
詔
し
て
曰
く
、「
遹
尚
ほ
幼
蒙
た
り
、
今
東
宮
に
出
、
惟
だ
当
に
師
傅
の
群
賢
の
訓
に
頼
る
べ
き
の
み
。
其
れ
左
右
に
游
処
す

る
に
、
宜
し
く
正
人
の
共
に
周
旋
せ
し
め
、
能
く
相
ひ
長
益
せ
ん
者
を
得
べ
し
」
と
。
是
に
於
い
て
太
保
衛
瓘
の
息
庭
・
司
空

（
司
馬
）
泰
の
息
略
・
太
子
太
傅
楊
済
の
息
毖
・
太
子
少
師
裴
楷
の
息
憲
・
太
子
少
傅
張
華
の
息
禕
・
尚
書
令
華
廙
の
息
恒
を
し

て
太
子
と
与
に
游
処
し
、
以
て
相
ひ
輔
導
せ
し
む
。 

（『
晋
書
』
巻
五
十
三
愍
懐
太
子
伝
）

こ
れ
ら
五
人
は
皆
「
大
臣
子
弟
有
名
称
者
」
で
あ
る（

７
）。
こ
の
よ
う
な
豪
華
と
言
え
る
面
々
に
よ
っ
て
、
司
馬
遹
は
立
派
に
育
て
ら
れ

る
は
ず
だ
っ
た
。
だ
が
僅
か
数
ヶ
月
後
、
永
平
元
年
（
二
九
一
）
三
月
、
広
義
の
「
八
王
の
乱
」
が
発
生
す
る
。「
八
王
の
乱
」
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
の
で
、
そ
の
過
程
の
説
明
は
措
く
。
こ
こ
で
は
八
王
の
乱
の
中
で
皇
太
子
と
太
子
師
傅
の
状
況
を
述

べ
て
お
き
た
い
。

丙
午
、
皇
太
子
冠
、
丁
未
、
見
於
太
廟
。
︙
︙
三
月
辛
卯
、
誅
太
傅
楊
駿
・
駿
弟
衛
将
軍
珧
・
太
子
太
保
済
、
︙
︙
壬
辰
、
大
赦
、

改
元
。
︙
︙
夏
四
月
癸
亥
︙
︙
太
子
少
傅
阮
坦
為
平
東
将
軍
、
監
青
徐
二
州
諸
軍
事
。
己
巳
、
以
太
子
太
傅
王
戎
為
尚
書
右
僕
射
。

︙
︙
六
月
、
賈
后
矯
詔
使
楚
王
瑋
殺
太
宰
汝
南
王
亮
・
太
保
菑
陽
公
衛
瓘
。
乙
丑
、
以
瑋
擅
害
亮
・
瓘
、
殺
之
、
曲
赦
洛
陽
。
以

広
陵
王
師
劉
寔
為
太
子
太
保
。
︙
︙
八
月
庚
申
︙
︙
太
子
太
師
何
劭
為
都
督
予
州
諸
軍
事
、
鎮
許
昌
。

　

 （
永
平
元
年
﹇
二
九
一
﹈
正
月
）
丙
午
、
皇
太
子
冠
し
、
丁
未
、
太
廟
に
見
ゆ
。
︙
︙
三
月
辛
卯
、
太
傅
楊
駿
・
駿
の
弟
衛
将
軍

珧
・
太
子
太
保
済
を
誅
す
、
︙
︙
壬
辰
、
大
赦
し
、
改
元
す
。
︙
︙
（
元
康
元
年
﹇
二
九
一
﹈）
夏
四
月
癸
亥
︙
︙
太
子
少
傅
阮

坦
を
平
東
将
軍
と
為
し
、
青
徐
二
州
諸
軍
事
を
監
せ
し
む
。
己
巳
、
太
子
太
傅
王
戎
を
以
て
尚
書
右
僕
射
と
為
す
。
︙
︙
六
月
、

賈
后 

詔
を
矯
り
楚
王
瑋
を
し
て
太
宰
汝
南
王
亮
・
太
保
菑
陽
公
衛
瓘
を
殺
さ
し
む
。
乙
丑
、
瑋
の
擅
に
亮
・
瓘
を
害
す
る
を
以
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て
、
之
を
殺
し
、
洛
陽
に
曲
赦
す
。
広
陵
王
師
劉
寔
を
以
て
太
子
太
保
と
為
す
。
︙
︙
八
月
庚
申
︙
︙
太
子
太
師
何
劭
を
都
督

予
州
諸
軍
事
と
為
し
、
許
昌
に
鎮
す
。 

（『
晋
書
』
巻
四
恵
帝
紀
）

太
子
太
保
に
つ
い
て
、
司
馬
遹
の
冠
礼
の
二
ヶ
月
後
に
、
賈
后
は
「
三
楊
」
に
対
し
て
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
、
こ
の
職
に
あ
っ
た

楊
済
を
殺
し
、
八
月
に
劉
寔
を
任
じ
た
。
こ
の
時
点
で
太
子
少
傅
は
張
華
で
は
な
く（

８
）、
阮
坦
で
あ
り
、
四
月
に
は
阮
坦
も
地
方
に
赴
き
、

そ
の
後
継
者
は
華
廙
に
代
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る（

９
）。
ま
た
、
太
子
太
傅
に
つ
い
て
、
王
戎
は
四
月
に
尚
書
右
僕
射
に
な
り
、
そ
の
後
任
者

は
孟
観
で
あ
る
ら
し
い（

（1
（

。
太
子
太
師
に
つ
い
て
、
何
劭
も
八
月
に
許
昌
に
任
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
太
子
少
保
で
あ
る
和
嶠
は
元
康
二
年

に
逝
し
、
太
子
賓
友
で
あ
る
衛
庭
は
元
康
元
年
六
月
に
、
そ
の
父
親
と
共
に
殺
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

ま
た
、
太
子
舍
人
潘
尼
が
後
に
制
作
し
た
「
釈
奠
頌
」
に
（『
晋
書
』
巻
五
十
七
潘
尼
伝
）「
元
康
元
年
冬
十
二
月
、
上
は
皇
太
子 

春

秋
に
富
む
も
、
而
れ
ど
も
人
道
の
始
は
孝
悌
に
先
ん
ず
る
も
の
莫
き
を
以
て
、
初
め
て
命
じ
て
『
孝
経
』
を
崇
正
殿
に
講
ぜ
し
む
（
元

康
元
年
冬
十
二
月
、
上
以
皇
太
子
富
於
春
秋
、
而
人
道
之
始
莫
先
於
孝
悌
、
初
命
講
『
孝
経
』
於
崇
正
殿
）」
と
あ
る
。
こ
の
崇
正
殿
で

の
『
孝
経
』
講
学
の
二
ヶ
月
後
、
賈
皇
后
は
楊
太
后
を
殺
し
、
こ
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
収
束
さ
せ
た
。

司
馬
遹
が
皇
太
子
に
な
っ
て
か
ら
、
ク
ー
デ
タ
ー
が
終
わ
る
ま
で
の
期
間
は
、
僅
か
一
年
半
で
あ
る
。
こ
の
間
の
諸
々
の
変
動
か
ら

見
れ
ば
、
恵
帝
が
当
初
こ
れ
ら
の
太
子
師
傅
や
賓
友
を
任
じ
た
の
は
、
皇
太
子
の
教
育
の
た
め
と
い
う
よ
り
、
貴
族
、
勢
族
、
外
戚
、

名
士
な
ど
各
方
の
利
益
を
あ
る
程
度
平
衡
す
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
当
時
無
職
の
王
戎
、
張
華
、
和
嶠
も
含
む

武
帝
が
か
つ
て
信
用
し
た
大
臣
を
再
び
政
治
の
表
舞
台
に
登
場
さ
せ
た
の
は
、
武
帝
時
代
か
ら
安
定
的
に
過
渡
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め

で
あ
ろ
う
。
で
は
皇
太
子
に
な
っ
た
司
馬
遹
は
い
か
な
る
人
間
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
、
司
馬

は
頑
劣
な
皇
太
子
だ
っ
た
の
か

『
晋
書
』
に
は
師
傅
の
設
置
の
直
後
に
、
皇
太
子
と
な
っ
た
司
馬
遹
に
つ
い
て
、
次
の
一
段
落
が
あ
る
。

及
長
、
不
好
学
、
惟
与
左
右
嬉
戯
、
不
能
尊
敬
保
傅
。
賈
后
素
忌
太
子
有
令
誉
、
因
此
密
敕
黄
門
閹
宦
媚
諛
於
太
子
曰
、「
殿
下
誠

可
及
壮
時
極
意
所
欲
、
何
為
恒
自
拘
束
。」
毎
見
喜
怒
之
際
、
輒
嘆
曰
、「
殿
下
不
知
用
威
刑
、
天
下
豈
得
畏
服
。」
太
子
所
幸
蒋
美
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人
生
男
、
又
言
宜
隆
其
賞
賜
、
多
為
皇
孫
造
玩
弄
之
器
、
太
子
従
之
。
於
是
慢
弛
益
彰
、
或
廃
朝
侍
、
恒
在
後
園
游
戯
。
愛
埤
車
・

小
馬
、
令
左
右
馳
騎
、
断
其
鞅
勒
、
使
墮
地
為
楽
。
或
有
犯
忤
者
、
手
自
捶
擊
之
。
性
拘
小
忌
、
不
許
繕
壁
修
墻
、
正
瓦
動
屋
。

而
於
宮
中
為
市
、
使
人
屠
酤
、
手
揣
斤
両
、
軽
重
不
差
。
其
母
本
屠
家
女
也
、
故
太
子
好
之
。
又
令
西
園
売
葵
菜
・
藍
子
・
鶏
・

麺
之
属
、
而
収
其
利
。
東
宮
旧
制
、
月
請
銭
五
十
万
、
備
於
衆
用
、
太
子
恒
探
取
二
月
、
以
供
嬖
寵
。

　

 

長
ず
る
に
及
び
、
学
を
好
ま
ず
、
惟
だ
左
右
と
与
に
嬉
戯
す
る
の
み
、
保
傅
を
尊
敬
す
る
能
は
ず
。
賈
后 

素
よ
り
太
子
の
令
誉

有
る
を
忌
み
、
此
に
因
り
て
密
か
に
黄
門
閹
宦
に
敕
し
て
太
子
に
媚
諛
せ
し
め
て
曰
く
、「
殿
下
誠
に
壮
時
に
及
び
て
意
の
欲
す

る
所
を
極
む
べ
し
、
何
為
れ
ぞ
恒
に
自
ら
拘
束
す
る
や
」
と
。
喜
怒
の
際
を
見
る
毎
に
、
輒
ち
嘆
き
て
曰
く
、「
殿
下
は
威
刑
を

用
ふ
る
を
知
ら
ず
、
天
下
豈
に
畏
服
す
る
を
得
ん
や
」
と
。
太
子
幸
す
る
所
の
蒋
美
人 

男
を
生
む
に
、
又
た
宜
し
く
其
の
賞
賜

を
隆
く
し
て
、
多
く
皇
孫
の
為
に
玩
弄
の
器
を
造
る
べ
し
と
言
い
、
太
子
之
に
従
ふ
。
是
に
於
て
慢
弛
な
る
こ
と
益
々
彰
ら
か

な
り
、
或
い
は
朝
侍
を
廃
し
て
、
恒
に
後
園
に
在
り
て
游
戯
す
。
埤
車
・
小
馬
を
愛
し
、
左
右
を
し
て
馳
騎
せ
し
め
、
其
の
鞅

勒
を
断
ち
、
地
に
墮
ち
し
め
て
楽
と
為
す
。
或
い
は
犯
忤
す
る
者
有
り
て
、
手
づ
か
ら
自
ら
之
を
捶
擊
す
。
性 

小
忌
に
拘
は
り
、

壁
を
繕
ひ
墻
を
修
め
、
瓦
を
正
し
屋
を
動
か
す
こ
と
を
許
さ
ず
。
而
う
し
て
宮
中
に
市
を
為
り
、
人
を
し
て
屠
酤
せ
し
め
、
手

づ
か
ら
斤
両
を
揣
る
に
、
軽
重
差
は
ず
。
其
の
母
は
本
屠
家
の
女
な
り
、
故
に
太
子
之
を
好
む
。
又
た
西
園
に
令
し
て
葵
菜
・

藍
子
・
鶏
・
麺
の
属
を
を
売
ら
し
め
、
其
の
利
を
収
む
。
東
宮
の
旧
制
、
月
に
銭
五
十
万
を
請
ひ
て
、
衆
の
用
に
備
ふ
る
に
、

太
子
恒
に
二
月
を
探
取
し
て
、
以
て
嬖
寵
に
供
す
。 

（『
晋
書
』
巻
五
十
三
愍
懐
太
子
伝
）

皇
太
子
司
馬
遹
は
年
齢
を
重
ね
る
と
、
急
に
頑
劣
な
人
物
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
主
に
六
つ
の
過

ち
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
に
、
左
右
の
者
と
遊
ぶ
の
み
で
学
問
を
怠
り
、
師
傅
た
ち
を
尊
敬
し
な
く
な
っ
た
こ
と
。
賈
后
も
宦
官
に
命

じ
て
司
馬
遹
の
わ
が
ま
ま
を
唆
し
、
そ
れ
を
助
長
し
た
。
第
二
に
、
恵
帝
へ
の
朝
見
を
怠
り
、
東
宮
の
後
園
で
享
楽
に
耽
っ
た
こ
と
。

第
三
に
、
左
右
の
者
が
逆
ら
え
ば
、
自
ら
相
手
を
殴
打
し
た
こ
と
。
第
四
に
、
些
細
な
忌
み
事
に
こ
だ
わ
り
宮
内
の
修
繕
を
禁
じ
た
こ

と
。
第
五
に
、
宮
中
に
市
場
を
作
り
、
肉
屋
や
酒
屋
の
真
似
事
を
さ
せ
た
り
、
西
園
の
収
穫
を
販
売
さ
せ
て
利
益
を
得
て
い
た
こ
と
。

第
六
に
、
東
宮
の
予
算
を
二
か
月
分
の
費
用
を
要
求
し
て
贔
屓
の
者
に
支
給
し
た
こ
と
。
こ
の
う
ち
、
第
三
の
件
の
具
体
例
と
し
て
、

『
晋
書
』
愍
懐
太
子
伝
と
杜
錫
伝
に
、
太
子
を
諫
め
た
杜
錫
の
座
布
団
に
針
を
仕
込
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
他
の
五
件
に
つ
い
て
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は
、
い
ず
れ
も
『
晋
書
』
江
統
伝
に
記
述
さ
れ
た
江
統
の
諫
言
と
一
致
す
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
過
失
は
確
実
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
第
二
か
ら
第
六
ま
で
の
件
に
は
司
馬
遹
の
具
体
的
な
行
為
を
記
す
も
の
の
、
第
一
に
つ
い
て
は
具
体
例

を
挙
げ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
注
（
13
）
に
挙
げ
た
太
子
洗
馬
江
統
の
諫
書
に
も
、
た
だ
「
伏
し
て
惟
る
に
殿
下 

天
は
逸
才

を
授
け
、
聡
鑑
特
達
た
り
。
臣
謂
へ
ら
く
猶
ほ
宜
し
く
時
に
聖
令
を
発
し
、
徳
音
を
宣
揚
し
、
保
傅
に
諮
詢
し
、
侍
臣
を
訪
逮
し
、
賓

客
に
覲
見
し
、
盡
く
に
接
し
む
る
を
得
べ
し
。
壅
否
の
情 

沛
然
と
し
て
交
泰
し
、
殿
下
の
美 

煥
然
と
し
て
光
明
た
ら
ん
（
伏
惟
殿
下
天

授
逸
才
、
聡
鑑
特
達
。
臣
謂
猶
宜
時
発
聖
令
、
宣
揚
徳
音
、
諮
詢
保
傅
、
訪
逮
侍
臣
、
覲
見
賓
客
、
得
令
接
盡
。
壅
否
之
情
沛
然
交
泰
、

殿
下
之
美
煥
然
光
明
）」
と
述
べ
、
や
は
り
具
体
的
に
は
書
か
れ
て
な
い
。
さ
ら
に
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
八
王
の
乱
の
最
中
に

は
、
太
子
の
六
傅
に
つ
い
て
頻
繁
に
人
事
異
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
故
に
、「
不
能
尊
敬
保
傅
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
懸

念
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

実
は
、
愍
懐
太
子
の
属
官
の
中
に
は
、
当
時
の
文
才
に
優
れ
る
士
人
が
多
く
選
ば
れ
て
い
た
。
前
掲
注
（
２
）
俞
士
玲
著
書
に
は
、

太
子
洗
馬
陸
機
と
同
時
期
に
東
宮
に
仕
宦
し
た
者
と
し
て
、
太
子
家
令
虞
濬
・
太
子
中
庶
子
傅
咸
・
太
子
舍
人
潘
尼
・
太
子
洗
馬
馮
文

黒
・
太
子
中
舍
人
張
載
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
元
康
時
期
の
全
体
を
通
し
て
、
明
確
に
官
職
の
分
か
る
太
子
属
官
に
つ
い
て
は
、

筆
者
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
ほ
か
に
太
子
侍
講
賈
游
、
太
子
詹
事
裴
権
、
太
子
洗
馬
鄧
攸
・
潘
滔
・
江
統
・
劉
務
、
太
子
舍
人
荀
奕
・
王

敦
・
杜
蕤
・
魯
瑤
・
賀
循
・
応
詹
、
太
子
中
舍
人
杜
錫
・
顧
栄
、
太
子
中
庶
子
山
簡
・
荀
組
・
劉
宝
な
ど
が
い
る（

（1
（

。

こ
れ
ら
の
属
官
の
詩
賦
作
品
か
ら
、
当
時
の
皇
太
子
と
臣
下
た
ち
と
の
集
会
や
宴
会
の
状
況
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、『
文

選
』
巻
二
十
公
宴
類
に
陸
機
「
皇
太
子 

玄
圃
の
宣
猷
堂
に
宴
せ
し
と
き
に
令
有
り
て
詩
を
賦
す
（
皇
太
子
宴
玄
圃
宣
猷
堂
有
令
賦
詩
）」

が
あ
る
。
詩
の
前
半
は
主
に
西
晋
王
朝
と
そ
の
基
礎
を
築
い
た
人
々
を
賛
美
し
て
い
る
。
後
半
は
晋
恵
帝
と
皇
太
子
司
馬
遹
を
称
揚
し

な
が
ら
、
自
分
が
こ
れ
か
ら
晋
王
朝
に
仕
え
る
志
を
表
し
て
い
る
。

皇
上
纂
隆　

経
教
弘
道　
　
　
　
　

皇
上
は
隆さ
か
えを

纂つ

ぎ
、
教
え
を
経お
さ

め
道
を
弘
む
。

于
化
既
豊　

在
工
載
考　
　
　
　
　

化
に
于
て
既
に
豊
か
に
、
工
に
在
り
て
載
ち
考な

す
。

俯
釐
庶
績　

仰
荒
大
造　
　
　
　
　

俯
し
て
庶
績
を
釐を
さ

め
、
仰
ぎ
て
大
造
を
荒お
ほ

い
に
す
。

儀
刑
祖
宗　

妥
綏
天
保　
　
　
　
　

祖
宗
に
儀
刑
し
て
、
天
保
を
妥
綏
す
。
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篤
生
我
后　

克
明
克
秀　
　
　
　
　

篤あ
つ

く
我
が
后き
み

を
生
み
、
克よ

く
明
ら
か
に
克
く
秀
で
た
り
。

体
輝
重
光　

承
規
景
数　
　
　
　
　

輝
を
重
光
に
体
し
、
規
を
景
数
に
承
く
。

茂
徳
淵
沖　

天
姿
玉
裕　
　
　
　
　

茂
徳　

淵
の
ご
と
く
沖ふ
か

く
、
天
姿　

玉
の
ご
と
く
裕
か
な
り
。

蕞
爾
小
臣　

邈
彼
荒
遐　
　
　
　
　

蕞
爾
た
る
小
臣
は
、
邈
か
な
る
彼
の
荒
遐
よ
り
す
。

弛
厥
負
檐　

振
纓
承
華　
　
　
　
　

厥
の
負
檐
を
弛
め
ら
れ
、
纓
を
承
華
に
振と
と
のふ

。

匪
願
伊
始　

惟
命
之
嘉　
　
　
　
　

願
ふ
こ
と
伊
れ
始
め
よ
り
せ
し
に
匪
ず
、
惟
れ
命
を
之
れ
嘉
す
。

 

陸
機
「
皇
太
子
宴
玄
圃
宣
猷
堂
有
令
賦
詩
」（『
文
選
』
巻
二
十
）

司
馬
遹
の
招
集
に
応
じ
て
、
陸
機
は
ほ
か
に
、「
皇
太
子
賜
宴
詩
」、「
元
康
四
年
従
皇
太
子
祖
会
東
堂
」
な
ど
を
製
作
し
、
同
時
に
嵇

含
・
張
載
と
「
瓜
賦
」、
潘
尼
・
傅
咸
と
「
桑
賦
」
を
作
っ
た
。
ま
た
、
潘
尼
に
は
「
七
月
七
日
侍
皇
太
子
宴
玄
圃
園
詩
」、「
皇
太
子
上

巳
日
詩
」、「
釈
奠
詩
」、「
皇
太
子
集
応
令
詩
」、「
皇
太
子
社
詩
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
皇
太
子
を
囲
む
文
士
た
ち
の
文
学
創

作
と
い
う
状
況
は
、
か
つ
て
の
魏
の
皇
太
子
曹
丕
の
も
と
で
花
開
い
た
建
安
文
学
の
様
相
と
相
通
ず
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四
、
皇
太
子
か
ら
愍
懐
太
子
へ

し
か
し
、
か
く
い
う
皇
太
子
は
最
終
的
に
皇
帝
に
即
位
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
は
彼
と
皇
后
賈
氏
一
族
の
衝
突
に
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
『
晋
書
』
に
多
く
の
記
述
が
見
え
る
が
、
一
例
と
し
て
愍
懐
太
子
伝
の
次
の
一
段
を
挙
げ
る
。

謐
嘗
与
太
子
囲
棋
、
争
道
、
成
都
王
穎
見
而
訶
謐
、
謐
意
愈
不
平
。
因
此
譖
太
子
於
后
曰
、「
太
子
広
買
田
業
、
多
畜
私
財
、
以
結

小
人
者
、
為
賈
氏
故
也
。
密
聞
其
言
、
云
、『
皇
后
万
歳
後
、
吾
当
魚
肉
之
。』
非
但
如
是
也
、
若
宮
車
晏
駕
、
彼
居
大
位
、
依
楊

氏
故
事
、
誅
臣
等
而
廃
后
於
金
墉
、
如
反
手
耳
。
不
如
早
為
之
所
、
更
立
慈
順
者
以
自
防
衛
。」
后
納
其
言
、
又
宣
揚
太
子
之
短
、

布
諸
遠
近
。
于
時
朝
野
咸
知
賈
后
有
害
太
子
意
。

　

 （
賈
）
謐 

嘗
て
太
子
と
与
に
囲
棋
し
、
道
を
争
ふ
に
、
成
都
王
穎 

見
て
謐
を
訶
り
、
謐
の
意 

愈
々
平
ら
か
な
ら
ず
。
此
に
因
り

て
太
子
を
后
に
譖
り
て
曰
く
、「
太
子
広
く
田
業
を
買
ひ
、
多
く
私
財
を
畜
へ
、
以
て
小
人
と
結
ぶ
は
、
賈
氏
の
故
の
為
な
り
。

西
晋
の
皇
太
子
司
馬
遹
と
陸
機
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密
か
に
其
の
言
を
聞
く
に
、
云
ふ
、『
皇
后
万
歳
の
後
、
吾
当
に
之
を
魚
肉
と
す
べ
し
』
と
。
但
だ
是
く
の
如
き
の
み
に
非
ず
、

若
し
宮
車
晏
駕
し
、
彼 

大
位
に
居
ら
ば
、
楊
氏
の
故
事
に
依
り
て
、
臣
等
を
誅
し
て
后
を
金
墉
に
廃
さ
ん
は
、
手
を
反
す
が
如

き
の
み
。
早
に
之
の
所
を
為
し
、
更
へ
て
慈
順
な
る
者
を
立
て
て
以
て
自
ら
防
衛
す
る
に
し
か
ず
」
と
。
后 

其
の
言
を
納
め
、

又
た
太
子
の
短
を
宣
揚
し
、
諸
遠
近
に
布
く
。
時
に
于
て
朝
野
咸
な
賈
后
の
太
子
を
害
さ
ん
と
す
る
意
有
る
を
知
る
。 

 

（『
晋
書
』
巻
五
十
三
愍
懐
太
子
伝
）

『
晋
書
』
で
は
屡
々
司
馬
遹
の
性
格
を
「
剛
」
と
評
価
し
て
お
り（

（1
（

、
彼
に
気
性
の
激
し
い
一
面
が
あ
っ
た
と
わ
か
る
。
当
時
賈
氏
一
族

の
継
承
者
で
あ
る
賈
謐
は
東
宮
に
侍
し
て
い
た
が
、
二
人
は
意
気
盛
ん
で
、
お
互
い
に
不
平
が
無
く
な
ら
ず
し
ば
し
ば
争
い
、
つ
い
に

賈
氏
は
元
康
九
年
（
二
九
九
）
の
年
末
に
司
馬
遹
を
廃
さ
ん
と
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
た
。
そ
の
粗
筋
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

十
二
月
、
賈
后
将
廃
太
子
、
詐
称
上
不
和
、
呼
太
子
入
朝
。
既
至
、
后
不
見
、
置
于
別
室
、
遣
婢
陳
舞
賜
以
酒
棗
、
逼
飲
酔
之
。

使
黄
門
侍
郎
潘
岳
作
書
草
、
若
禱
神
之
文
、
有
如
太
子
素
意
、
因
酔
而
書
之
。
︙
︙
文
曰
、「
陛
下
宜
自
了
、
不
自
了
、
吾
当
入
了

之
。
中
宮
又
宜
速
自
了
、
不
了
、
吾
当
手
了
之
。
并
謝
妃
共
要
剋
期
而
両
発
、
勿
疑
猶
予
、
致
後
患
。
茹
毛
飲
血
於
三
辰
之
下
、

皇
天
許
当
掃
除
患
害
、
立
道
文
為
王
、
蒋
為
内
主
。
願
成
、
当
三
牲
祠
北
君
、
大
赦
天
下
。
要
疏
如
律
令
。」
太
子
酔
迷
不
覚
、
遂

依
而
写
之
、
其
字
半
不
成
。
既
而
補
成
之
、
后
以
呈
帝
。
帝
幸
式
乾
殿
、
召
公
卿
入
、
使
黄
門
令
董
猛
以
太
子
書
及
青
紙
詔
曰
、

「
遹
書
如
此
、
今
賜
死
。」
遍
示
諸
公
王
、
莫
有
言
者
、
惟
張
華
・
裴
頠
証
明
太
子
。
︙
︙
議
至
日
西
不
決
。
后
懼
事
変
、
乃
表
免

太
子
為
庶
人
、
詔
許
之
。

　

 

十
二
月
、
賈
后
将
に
太
子
を
廃
さ
ん
と
し
、
上
の
不
和
を
詐
称
し
、
太
子
を
呼
び
て
入
朝
せ
し
む
。
既
に
至
る
に
、
后
見
え
ず
、

別
室
に
置
き
、
婢
の
陳
舞
を
遣
り
て
賜
る
に
酒
棗
を
以
て
し
、
飲
を
逼
り
之
を
酔
は
す
。
黄
門
侍
郎
潘
岳
を
し
て
書
草
を
作
ら

し
め
、
禱
神
の
文
の
若
く
、
太
子
の
素
意
の
如
き
も
の
有
り
、
酔
に
因
り
て
之
を
書
す
。
︙
︙
文
に
曰
く
、「
陛
下
宜
し
く
自
ら

了
ふ
べ
し
、
自
づ
か
ら
了
へ
ざ
ら
ば
、
吾 

当
に
入
り
て
之
を
了
へ
ん
。
中
宮
又
た
宜
し
く
速
や
か
に
自
づ
か
ら
了
ふ
べ
し
、
了

へ
ざ
れ
ば
、
吾 

当
に
手
づ
か
ら
之
を
了
ふ
べ
し
。
并
び
に
謝
妃
と
共
に
期
を
剋き
ざ

み
両
つ
な
が
ら
発
す
る
こ
と
を
要
む
、
疑
ひ
て

猶
予
し
、
後
患
を
致
す
勿
れ
。
三
辰
の
下
に
毛
を
茹
ら
ひ
血
を
飲
み
、
皇
天
の
許 

当
に
患
害
を
掃
除
し
、（
司
馬
）
道
文
を
立

て
て
王
と
為
し
、
蒋
を
内
主
と
為
す
べ
し
。
願
成
ら
ば
、
当
に
三
牲
を
も
て
北
君
を
祠
り
、
天
下
を
大
赦
す
べ
し
。
疏
を
要
め
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ん
こ
と
律
令
の
如
し
」
と
。
太
子
酔
迷
し
て
覚
せ
ず
、
遂
に
依
り
て
之
を
写
し
、
其
の
字
半
ば
成
ら
ず
。
既
に
し
て
補
ひ
て
之

を
成
し
、
后　

以
て
帝
に
呈
す
。
帝　

式
乾
殿
に
幸
じ
、
召
し
て
公
卿
を
入
れ
、
黄
門
令
董
猛
を
し
て
太
子
の
書
及
び
青
紙
を

以
て
詔
し
て
曰
く
、「
遹
の
書
此
の
如
し
、
今
死
を
賜
は
ら
ん
」
と
。
遍
く
諸
公
王
に
示
し
、
言
有
る
者
莫
し
、
惟
だ
張
華
・
裴

頠 
証
し
て
太
子
を
明
ら
か
に
す
。
︙
︙
議 

日
の
西
に
至
る
も
決
せ
ず
。
后 

事
の
変
ず
る
を
懼
れ
、
乃
ち
表
し
て
太
子
を
免
じ

て
庶
人
と
為
し
、
詔 

之
を
許
す
。 

（『
晋
書
』
巻
五
十
三
愍
懐
太
子
伝
）

当
時
、
賈
氏
一
族
の
謀
略
に
気
づ
い
て
い
た
侍
中
裴
頠
は
東
宮
の
宿
衛
を
一
万
人
規
模
に
増
強
し
て
い
た（

（1
（

。
こ
れ
を
憚
る
賈
后
は
、

偽
っ
て
恵
帝
の
「
不
和
（
顔
色
が
優
れ
な
い
こ
と
）」
を
理
由
に
司
馬
遹
を
宮
中
に
呼
ん
だ
。
彼
が
中
宮
に
至
る
と
、
賈
后
は
侍
女
の
陳

舞
を
し
て
司
馬
遹
に
酒
を
飲
ま
せ
、
泥
酔
し
た
と
こ
ろ
で
事
前
に
用
意
し
て
い
た
謀
反
の
成
功
を
祈
る
咒
文
を
写
さ
せ
た
。
そ
の
文
書

を
恵
帝
と
群
臣
に
示
し
、
司
馬
遹
を
誅
殺
し
よ
う
と
し
た
が
、
張
華
と
裴
頠
の
強
烈
な
反
対
に
よ
り
、
つ
い
に
は
死
罪
を
免
じ
て
庶
人

に
廃
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
時
に
元
康
九
年
（
二
九
九
）
十
二
月
三
十
日
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

以
降
の
司
馬
遹
の
境
遇
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
庶
人
に
廃
さ
れ
た
司
馬
遹
は
、
許
昌
宮
に
幽
閉
さ
れ
、
翌
年
の
三
月
に
殺
害
さ
れ

た
。
賈
皇
后
は
最
初
宦
官
孫
慮
を
遣
り
司
馬
遹
の
毒
殺
を
謀
っ
た
が
、
彼
が
こ
れ
に
防
備
し
て
毎
日
自
分
の
目
の
前
で
食
物
を
煮
さ
せ

た
た
め
失
敗
し
た
。
孫
慮
は
司
馬
遹
に
食
物
を
与
え
ず
餓
死
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
今
度
は
宮
人
が
密
か
に
毎
日
壁
を
越
え
て
食
物
を

提
供
し
た
。
二
度
も
失
敗
し
た
孫
慮
は
、
つ
い
に
司
馬
遹
を
廁
に
て
鉄
棒
で
殴
殺
し
た
。
そ
の
時
の
司
馬
遹
の
叫
び
声
は
宮
外
ま
で
聞

こ
え
た
と
い
う
。
時
に
司
馬
遹
は
二
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
約
十
日
後
、
趙
王
司
馬
倫
は
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
、
賈
后
・
賈
謐
一

党
を
捕
え
て
誅
殺
し
、
宿
怨
の
あ
っ
た
張
華
・
裴
頠
を
も
誅
し
た
。
こ
こ
に
狭
義
の
「
八
王
の
乱
」
が
い
よ
い
よ
勃
発
し
た
の
で
あ
る
。

司
馬
遹
の
葬
礼
は
庶
人
と
し
て
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
賈
后
の
上
表
に
よ
り
、
広
陵
王
の
礼
で
許
昌
に
葬
ら
れ
た
。
賈
氏
一

族
が
粛
清
さ
れ
る
と
、
恵
帝
は
慰
霊
の
策
を
下
し
、
司
馬
遹
を
皇
太
子
の
位
に
回
復
さ
せ
、
そ
の
喪
を
許
昌
か
ら
迎
え
て
「
愍
懐
」
と

い
う
諱
を
賜
り
、
洛
陽
に
お
い
て
再
び
葬
礼
を
行
い
、
顕
平
陵
に
葬
り
、
前
漢
の
武
帝
に
倣
っ
て
思
子
台
を
築
い
た
。
元
東
宮
臣
の
陸

機
と
江
統
は
、
共
に
誄
頌
を
製
作
し
て
愍
懐
太
子
を
讃
え
た
。
江
統
の
文
は
現
存
し
な
い
が
、
陸
機
の
「
愍
懐
太
子
誄
」
は
『
芸
文
類

聚
』
巻
十
六
諸
宮
部
に
見
え
る
。
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結
び
、
愍
懐
太
子
司
馬

と
陸
機

第
三
節
の
末
に
触
れ
た
よ
う
に
、
司
馬
遹
の
東
宮
で
は
、
前
代
魏
の
皇
太
子
曹
丕
と
同
様
に
、
当
時
の
文
士
を
集
め
て
い
た
。
た
だ

し
、
曹
丕
の
場
合
と
異
な
り
、
そ
こ
で
創
作
さ
れ
た
作
品
は
、
全
て
文
士
た
ち
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
司
馬
遹
本
人
の
創
作
状
況

は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
鍾
嶸
の
『
詩
品
』
に
も
「
元
康
文
学
」
な
ど
の
概
念
す
ら
提
起
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
司
馬
遹
を
め
ぐ

る
文
学
創
作
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
彼
の
東
宮
に
集
ま
っ
た
文
士
の
中
で
、
特
に
注
目
す
べ
き
な
の

は
、
西
晋
時
代
を
代
表
す
る
文
人
の
陸
機
で
あ
る
。

陸
機
は
入
洛
以
後
、
初
職
と
し
て
、
元
康
元
年
（
二
九
一
）
か
ら
元
康
四
年
（
二
九
四
）
ま
で
太
子
洗
馬
と
し
て
司
馬
遹
に
仕
え
て

い
た
。
こ
の
太
子
洗
馬
の
経
歴
は
、
陸
機
の
仕
宦
生
涯
に
お
け
る
代
表
す
る
時
期
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。
劉
宋
の
江
淹
（
四
四
四
~
五

〇
五
）
は
「
雑
体
詩
三
十
首
」（『
文
選
』
巻
三
十
所
収
）
の
中
で
、
陸
機
の
「
羈
宦
（
故
郷
を
離
れ
仕
宦
す
る
）」
を
詠
じ
て
い
る
。
詩

中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
陸
機
の
仕
宦
生
涯
の
う
ち
太
子
洗
馬
と
い
う
時
期
だ
け
で
あ
る
。

儲
后
降
嘉
命　

恩
紀
被
微
身　
　
　
　
　

儲
后 

嘉
命
を
降
し
、
恩
紀 

微
身
に
被
る
。

明
発
眷
桑
梓　

永
嘆
懐
密
親　
　
　
　
　

明
発
に
桑
梓
を
眷
み
、
永
く
嘆
き
て
密
親
を
懐
ふ
。

流
念
辞
南
澨　

銜
怨
別
西
津　
　
　
　
　

念
ひ
を
流
し
て
南
澨
に
辞
し
、
怨
み
を
銜
み
て
西
津
に
別
る
。

駆
馬
遵
淮
泗　

旦
夕
見
梁
陳　
　
　
　
　

馬
を
駆
り
て
淮
泗
に
遵
ひ
、
旦
夕
に
梁
陳
を
見
る
。

服
義
追
上
列　

矯
跡
廁
宮
臣　
　
　
　
　

義
に
服
し
て
上
列
を
追
ひ
、
跡
を
矯あ

げ
て
宮
臣
に
廁ま
じ

は
る
。

朱
黻
咸
髦
士　

長
纓
皆
俊
人　
　
　
　
　

朱
黻
は
咸
く
髦
士
、
長
纓
は
皆
な
俊
人
。

契
闊
承
華
内　

綢
繆
逾
歳
年　
　
　
　
　

承
華
の
内
に
契
闊
し
、
綢
繆
し
て
歳
年
を
逾
ゆ
。　

日
暮
聊
揔
駕　

逍
遙
観
洛
川　
　
　
　
　

日
暮
れ
て
聊
か
駕
を
揔
べ
、
逍
遙
し
て
洛
川
を
観
る
。

徂
没
多
拱
木　

宿
草
凌
寒
煙　
　
　
　
　

徂
没
に
拱
木
多
く
、
宿
草
は
寒
煙
を
凌
ぐ
。

遊
子
易
感
愾　

躑
躅
還
自
憐　
　
　
　
　

遊
子　

感
愾
し
易
く
、
躑
躅
し
て
還
た
自
ら
憐
れ
む
。

願
言
寄
三
鳥　

離
思
非
徒
然　
　
　
　
　

願お
も

ひ
て
言こ
こ

に
三
鳥
に
寄
せ
ん
、
離
思　

徒
然
に
非
ず
と
。
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江
淹
「
雑
体
詩
三
十
首　

陸
平
原　

羈
宦
」（『
文
選
』
巻
三
十
）

一
方
、
陸
機
の
作
品
の
中
に
は
、
度
々
愍
懐
太
子
司
馬
遹
の
面
影
が
窺
わ
れ
る
。
現
存
す
る
陸
機
の
作
品
の
中
に
は
、
東
宮
に
お
け

る
公
宴
詩
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
司
馬
遹
が
害
さ
れ
た
永
康
元
年
（
三
〇
〇
）
に
は
「
愍
懐
太
子
誄
」、『
文
選
』
に
収
め
ら
れ
る
「
嘆

逝
賦
」・「
文
賦
」
な
ど
の
作
品
も
製
作
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
創
作
が
、
司
馬
遹
と
無
関
係
と
は
思
わ
れ
な
い
。

陸
機
は
如
上
の
作
品
の
中
で
、「
羈
宦
」
と
い
う
彼
の
詩
文
に
お
け
る
重
要
な
テ
ー
マ
の
ほ
か
、「
死
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
も
触
れ
て

い
る
。
こ
こ
に
理
論
「
文
賦
」
を
加
え
れ
ば
、
ま
さ
に
興
膳
宏
『
潘
岳
・
陸
機
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年
）
で
議
論
さ
れ
て
い
る
、

陸
機
の
文
学
作
品
に
お
け
る
重
要
な
主
題
が
揃
う
こ
と
に
な
る
。
陸
機
の
文
学
創
作
は
司
馬
遹
の
東
宮
時
期
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

注

（
1
）  

「
八
王
の
乱
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
例
え
ば
、
福
原
啓
郎
『
西
晋
の
武
帝
司
馬
炎
』（
白
帝
社
、
一
九
九
五
年
）、
同
氏
『
魏
晋
政
治
社

会
史
研
究
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
が
あ
る
。
太
子
東
宮
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
安
田
二
郎
「
西
晋
朝
初
期
政
治
史
試

論
」（
初
出
は
『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
第
六
輯
、
一
九
九
五
年
、
後
に
同
氏
『
六
朝
政
治
史
の
研
究
』
第
一
編
第
一
章
、
京
都
大
学
学

術
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
に
収
録
）、
田
中
一
輝
「
西
晋
の
東
宮
と
外
戚
楊
氏
」（
初
出
は
『
東
洋
史
研
究
』
六
十
八
巻
三
号
、
二
〇
〇
九

年
、
後
に
同
氏
『
西
晋
時
代
の
都
城
と
政
治
』、
朋
友
書
店
、
二
〇
一
七
年
に
収
録
）、
千
田
豊
「
西
晋
の
太
子
師
傅
」（
京
都
大
学
大
学
院

人
間
環
境
学
研
究
科
歴
史
社
会
論
講
座
『
歴
史
文
化
社
会
論
講
座
紀
要
』
十
六
号
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
2
）  

佐
藤
利
行
「
西
晋
の
文
学
集
団
」（『
西
晋
文
学
研
究
』
第
一
章
、
白
帝
社
、
一
九
九
三
年
）、
矢
田
博
士
「
愍
懐
太
子
の
東
宮
に
お
け
る

詩
歌
創
作
の
新
た
な
る
展
開
」（『
六
朝
学
術
学
会
報
』
第
九
集
、
二
〇
〇
八
年
）、
俞
士
玲
『
陸
機
陸
雲
年
譜
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
二

〇
〇
九
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
3
）  

東
晋
王
隠
『
晋
書
』（『
初
学
記
』
巻
十
中
宮
部
所
引
）
に
、「
初
恵
帝
晚
成
、
武
帝
遣
才
人
謝
玖
給
事
恵
帝
、
因
而
有
娠
。
臨
娶
妃
、
遣

致
西
宮
、
遂
生
愍
懐
也
」
と
あ
る
。
謝
才
人
の
妊
娠
は
泰
始
八
年
（
二
七
二
）
二
月
皇
太
子
司
馬
衷
と
賈
南
風
が
結
婚
す
る
前
の
こ
と
と
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す
る
よ
う
で
あ
る
。

（
4
）  

西
晋
武
帝
朝
の
太
子
冊
立
に
つ
い
て
、
前
掲
注
（
1
）
安
田
氏
論
文
を
参
照
。
ま
た
、
賈
后
に
つ
い
て
、
小
池
直
子
「
賈
南
風
婚
姻
」

（『
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告
』
第
二
十
七
号
、
二
〇
〇
三
年
）、「
晋
恵
帝
賈
皇
后
の
実
像
」（『
魏
晋
南
北
朝
史
の
い
ま
』﹇
ア
ジ
ア
遊

学　

二
一
三
﹈、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。

（
5
）  

西
晋
武
帝
の
三
回
（
泰
始
元
年
、
咸
寧
三
年
、
太
康
十
年
）
の
諸
侯
王
の
封
王
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
安
田
二
郎
「
西
晋
武
帝
好
色

攷
」（
初
出
は
『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
第
七
輯
、
一
九
九
八
年
、
後
『
六
朝
政
治
史
の
研
究
』
に
収
録
）
を
参
照
。

（
6
）  

「
二
師
」
に
つ
い
て
、
労
格
『
校
勘
記
』
に
司
馬
師
の
諱
を
避
け
て
「
帥
」
と
呼
ぶ
こ
と
の
指
摘
が
あ
る
。

（
7
）  

『
晋
書
』
巻
三
十
七
司
馬
略
伝
に
「
元
康
初
、
愍
懐
太
子
在
東
宮
、
選
大
臣
子
弟
有
名
称
者
以
為
賓
友
、
略
与
華
恒
等
並
侍
左
右
」
と
あ

る
。

（
8
）  

『
晋
書
』
巻
三
十
六
張
華
伝
に
、「
恵
帝
即
位
、
以
華
為
太
子
少
傅
、
与
王
戎
・
裴
楷
・
和
嶠
俱
以
徳
望
為
楊
駿
所
忌
、
皆
不
与
朝
政
。

︙
︙
及
瑋
誅
、
華
以
首
謀
有
功
、
拜
右
光
禄
大
夫
、
開
府
儀
同
三
司
・
侍
中
・
中
書
監
、
金
章
紫
綬
。
固
辞
開
府
」
と
あ
り
、「
八
王
の

乱
」
に
お
い
て
、
太
子
少
傅
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
な
い
。

（
9
）  

『
晋
書
』
巻
四
十
四
華
廙
伝
に
「
恵
帝
即
位
、
加
侍
中
・
光
禄
大
夫
・
尚
書
令
、
進
爵
為
公
。
廙
応
楊
駿
召
、
不
時
還
、
有
司
奏
免
官
。

尋
遷
太
子
少
傅
、
加
散
騎
常
侍
、
動
遵
礼
典
、
得
傅
導
之
義
」
と
あ
る
。

（
10
）  

干
宝
「
晋
紀
総
論
」（『
文
選
』
巻
四
十
九
）
李
善
注
が
引
く
『
晋
紀
』
の
「
太
子
太
傅
孟
観
知
宮
中
旨
、
因
讒
二
公
、
欲
行
廃
主
之
事
、

楚
王
緯
殺
太
宰
汝
南
王
亮
・
太
保
衛
瓘
」
に
よ
る
。

（
11
）  

『
晋
書
』
巻
三
十
六
衛
瓘
伝
に
衛
瓘
の
死
に
つ
い
て
、「
瓘
不
従
、
遂
与
子
恒
・
岳
・
裔
及
孫
等
九
人
同
被
害
、
時
年
七
十
二
。
恒
二
子

璪
・
玠
、
時
在
医
家
得
免
」
と
あ
る
。
ま
た
、
和
嶠
の
逝
世
に
つ
い
て
、
同
書
巻
四
十
五
和
嶠
伝
を
参
照
。

（
12
）  

『
晋
書
』
愍
懐
太
子
伝
の
原
文
は
「
舍
人
杜
錫
以
太
子
非
賈
后
所
生
、
而
后
性
凶
暴
、
深
以
為
憂
、
每
盡
忠
規
勧
太
子
修
徳
進
善
、
遠
於

讒
謗
。
太
子
怒
、
使
人
以
針
著
錫
常
所
坐
氈
中
而
剌
之
」、
巻
三
十
四
杜
錫
伝
に
も
同
様
な
記
載
が
あ
る
。

（
13
）  

『
晋
書
』
巻
五
十
六
江
統
伝
の
原
文
は
以
下
の
通
り
。
順
序
は
異
な
る
が
、
内
容
は
愍
懐
太
子
伝
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

 
 

其
一

4

4

曰
、
六
行
之
義
、
以
孝
為
首
。
虞
舜
之
徳
、
以
孝
為
称
。
故
太
子
以
朝
夕
視
君
膳
為
職
、
左
右
就
養
無
方
。
︙
︙
自
頃
聖
体
屡
有
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疾
患
、
数
闕
朝
侍
、
遠
近
観
聴
者
不
能
深
知
其
故
、
以
致
疑
惑
。
伏
願
殿
下
雖
有
微
苦
、
可
堪
扶
輿
、
則
宜
自
力
。
︙
︙
其
二

4

4

曰
、
古
之

人
君
雖
有
聡
明
之
姿
、
睿
喆
之
質
、
必
須
輔
弼
之
助
、
相
導
之
功
、
︙
︙
伏
惟
殿
下
天
授
逸
才
、
聡
鑑
特
達
、
臣
謂
猶
宜
時
発
聖
令
、
宣

揚
徳
音
、
諮
詢
保
傅
、
訪
逮
侍
臣
、
覲
見
賓
客
、
得
令
接
盡
、
壅
否
之
情
沛
然
交
泰
、
殿
下
之
美
煥
然
光
明
。
︙
︙
其
三

4

4

曰
、
古
之
聖
王

莫
不
以
倹
為
徳
。
︙
︙
窃
聞
後
園
鏤
飾
金
銀
、
刻
磨
犀
象
、
画
室
之
巧
、
課
試
日
精
。
︙
︙
臣
等
以
為
画
室
之
功
、
可
且
減
省
、
後
園
雑

作
、
一
皆
罷
遣
。
粛
然
清
静
、
優
游
道
徳
、
則
日
新
之
美
光
于
四
海
矣
。
︙
︙
其
四

4

4

曰
、
以
天
下
而
供
一
人
、
以
百
里
而
供
諸
侯
。
故
王

侯
食
籍
而
衣
税
、
公
卿
大
夫
受
爵
而
資
禄
、
莫
有
不
贍
者
也
。
︙
︙
今
西
園
売
葵
菜
・
藍
子
・
鶏
・
麺
之
属
、
虧
敗
国
体
、
貶
損
令
問
。

其
五

4

4

曰
、
窃
見
禁
土
、
令
不
得
繕
修
牆
壁
、
動
正
屋
瓦
。
臣
以
為
此
既
違
典
彝
旧
義
、
且
以
拘
攣
小
忌
而
廃
弘
廓
大
道
、
宜
可
蠲
除
、
於

事
為
宜
。

（
14
）  

各
人
の
典
拠
に
つ
い
て
、
賈
游
は
『
晋
書
』
巻
四
十
賈
模
伝
、
孫
旂
は
『
晋
書
』
巻
六
十
孫
旂
伝
、
裴
権
・
江
統
・
劉
務
・
杜
錫
は
『
晋

書
』
巻
五
十
三
愍
懐
太
子
伝
、
荀
組
は
『
晋
書
』
巻
三
十
九
荀
組
伝
、
秦
戢
は
『
晋
書
』
巻
四
十
八
閻
纘
伝
、
顧
栄
は
『
晋
書
』
巻
六
十

八
顧
栄
伝
、
王
敦
・
杜
蕤
・
魯
瑤
・
潘
滔
は
『
晋
書
』
巻
九
十
八
王
敦
伝
、
賀
循
は
『
晋
書
』
巻
六
十
八
賀
循
伝
、
応
詹
は
巻
七
十
応
詹

伝
、
山
簡
は
『
晋
書
』
巻
四
十
三
山
簡
伝
、
鄧
攸
は
『
通
典
』
巻
三
十
職
官
十
二
「
太
子
庶
子
」
条
、
劉
宝
は
『
通
典
』
巻
七
十
二
「
天

子
追
尊
祖
考
妣
」
条
に
あ
る
。

（
15
）  

『
晋
書
』
愍
懐
太
子
伝
に
は
、「
太
子
性
剛
、
知
賈
謐
恃
后
之
貴
、
不
能
仮
借
之
。」
と
あ
り
、
ま
た
廃
太
子
時
に
孫
秀
が
「
太
子
為
人
剛

猛
、
若
得
志
之
日
、
必
肆
其
情
性
矣
」
と
評
価
し
た
と
あ
る
。

（
16
）  

『
晋
書
』
巻
三
十
五
裴
頠
伝
に
「
頠
以
賈
后
不
悦
太
子
、
抗
表
請
増
崇
太
子
所
生
謝
淑
妃
位
号
、
仍
啓
増
置
前
後
衛
率
吏
、
給
三
千
兵
、

於
是
東
宮
宿
衛
万
人
」
と
あ
る
。

西
晋
の
皇
太
子
司
馬
遹
と
陸
機
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